
９
月

14・

15日
、
県
本
部

は
「
２
０
２
４
労
働
学
校
」

を
開
催
し
、
の
べ

10単
組

23

人
が
参
加
。
第
１
～
４
講
義

を
２
日
間
に
わ
け
て
開
催
し
、

24人
事
院
勧
告
、
給
与
の
し

く
み
、
労
働
時
間
・
休
暇
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
な

ど
を
学
習
し
、
組
織
化
も
視

野
に
入
れ
た
と
り
く
み
を
学

習
・
交
流
し
ま
し
た
。

■

14日
第
１
講
義
で
は
「

24

人
勧
の
特
徴
と
給
与
制
度
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
に
つ
い
て

自
治
労
連
本
部
の
西
中
央
執

行
委
員
を
講
師
に
学
習
。
今

年
の
人
事
院
勧
告
の
内
容
と

課
題
、
『
給
与
制
度
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
』
の
ね
ら
い
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
の

関
係
、
人
事
院
の
今
後
の
ね

ら
い
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

「
『
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
』
は
国
家
公
務
員
に
向
け

た
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
給
与
制
度
を
作

ら
せ
る
」
な
ど
、
自
治
労
連

が
と
り
く
む
『
私
た
ち
の
賃

金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
い
っ

た
具
体
的
な
と
り
く
み
に
つ

い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。

■
第
２
講
義
で
は
「
給
与
制

度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
対
抗

す
る
愛
媛
の
賃
金
闘
争
」
と

し
て
、
県
本
部
の
森
賀
委
員

長
を
講
師
に
、
給
与
決
定
の

原
則
を
学
び
、
実
際
に
県
内

市
町
の
基
準
昇
格
表
も
比
較

し
て
、
各
単
組
の
基
準
昇
格

表
を
作
成
。
『
給
与
制
度
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
』
に
よ
る
新

た
な
給
料
表
と
の
比
較
も
行

い
、
初
任
給
引
上
げ
や
特
別

昇
給
に
よ
る
給
料
引
上
げ
の

効
果
な
ど
も
確
認
し
ま
し
た
。

初
日
終
了
後
に
参
加
者
で
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

■

15

日
の
第
３
講
義
で
は

「
県
下
自
治
体
の
人
員
問
題
、

労
働
時
間
、
休
暇
」
に
つ
い

て
県
本
部
の
堀
川
書
記
次
長

が
、
労
働
時
間
と
休
暇
に
関

す
る
単
組
一
覧
（
県
本
部
作

成
）
な
ど
を
も
と
に
、
休
暇

で
要
求
前
進
し
た
項
目
や
課

題
に
関
わ
っ
て
資
料
を
説
明
。

「
労
働
時
間
短
縮
＝
賃
上
げ

で
あ
り
、
客
観
的
な
デ
ー
タ

に
基
づ
く
全
体
の
把
握
が
時

間
管
理
上
必
要
」
「
有
給
は

権
利
で
あ
り
、
本
来
、
職
場

の
人
員
配
置
は
休
暇
を
完
全

に
消
化
が
で
き
る
配
置
が
必

要
」
「
労
働
時
間
縮
減
・
休

暇
取
得
と
も
に
人
員
配
置
な

し
に
解
決
し
な
い
」
「
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
を
活
用
し

労
使
と
も
に
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
自
治
体
に
」
な

ど
基
本
的
な
権
利
等
の
事
項

を
話
し
、
各
単
組
で
の
課
題

や
問
題
意
識
に
つ
い
て
交
流
。

「
有
給
等
の
電
子
申
請
が
可

能
と
な
り
取
得
し
や
す
く
な
っ

た
」
「
病
休
取
得
で
の
診
断

書
提
出
の
有
無
」
な
ど
意
見

を
出
し
あ
い
ま
し
た
。

■
第
４
講
義
で
は
「
会
計
年

度
任
用
職
員
の
労
働
条
件
改

善
に
向
け
て
」
と
し
て
、
県

本
部
の
森
賀
委
員
長
を
講
師

と
し
て
「
会
計
年
度
任
用
職

員
の
賃
金
等
・
労
働
条
件
」

の
説
明
を
受
け
、
Ａ
３
用
紙

に
ま
と
め
た
「
労
働
条
件
一

覧
」
を
見
本
に
、
各
単
組
で

同
じ
一
覧
表
の
作
成
を
目
標

に
、
実
際
に
作
業
を
し
て
資

料
を
作
成
し
ま
し
た
。

２
日
間
ま
た
各
講
義
を
通

じ
て
、
聞
い
て
学
ぶ
こ
と
に

プ
ラ
ス
し
て
実
際
に
作
業
す

る
こ
と
で
身
に
着
け
る
こ
と

が
で
き
、
組
合
が
勝
ち
と
っ

て
き
た
こ
と
や
労
働
条
件
に

強
い
組
合
の
重
要
性
な
ど
を

学
び
、
労
働
条
件
と
働
き
方

を
改
善
に
と
り
く
む
必
要
性

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

８
月

25～

26日
の
２
日
間
、

自
治
労
連
第

46回
定
期
大
会

が
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
開
か

れ
、
熱
心
な
討
論
を
行
い
運

動
方
針
等
を
決
定
。
「
戦
争

国
家
づ
く
り
を
許
さ
ず
、
一

人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
憲

法
と
地
方
自
治
が
い
き
る
社

会
を
。
働
き
が
い
と
魅
力
・

希
望
あ
る
職
場
、
賃
金
・
権

利
を
確
立
し
公
共
を
取
り
も

ど
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

４
つ
の
重
点
課
題
と
戦
略

「
①
戦
争
国
家
づ
く
り
・
改

憲
を
阻
止
し
、
憲
法
を
い
か

し
て
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
実
現
し
よ
う
。

②
働
き
が
い
と
魅
力
あ
る
職

場
・
自
治
体
を
つ
く
り
、
公

共
を
国
民
・
住
民
の
手
に
取

り
戻
そ
う
。
③
『
給
与
制
度

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
』
と
た
た

か
い
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ
と
格
差
解
消
を

は
か
ろ
う
。
④
職
場
を
基
礎

に
全
員
参
加
で
、
要
求
闘
争

と
組
織
化
を
一
体
で
た
た
か

う
自
治
労
連
を
強
く
大
き
く

し
よ
う
。
」
で
運
動
を
進
め

る
方
針
等
確
立
し
ま
し
た
。

■
愛
媛
か
ら
は
森
賀
県
本
部

委
員
長
「
西
予
市
立
２
病
院

１
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
対
す
る
西
予
市
職
労
・

愛
媛
県
本
部
の
公
共
を
取
り

も
ど
す
運
動
」
、
山
内
県
本

部
副
委
員
長
「

24人
勧
の
愛

媛
で
の
評
価
と
県
本
部
秋
季

年
末
闘
争
方
針
、
本
部
へ
の

地
方
か
ら
の
要
望
」
の
２
人

が
発
言
。
■

24日
（
土
）
は

事
前
会
議
に
愛
媛
か
ら
青
年

部
、
現
業
評
、
非
正
規
公
共

評
、
都
市
職
部
会
、
医
療
部

会
、
書
記
部
会
の
定
期
大
会
・

総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

９
月
７
日
、
愛
媛
労
連
は

第

36回
定
期
大
会
を
開
催
し

70人
が
参
加
。
議
長
の
１
人

に
山
内
さ
ん
（
西
条
市
職
労
）

を
選
出
し
議
事
を
進
行
。
今

井
愛
媛
労
連
議
長
は
「
愛
媛

県
最
低
賃
金
が

59円
引
き
上

げ
９
５
６
円
と
な
る
。
地
域

で
働
き
続
け
ら
れ
る
賃
金
・

労
働
条
件
を
め
ざ
そ
う
。
西

予
で
の
病
院
施
設
民
営
化
の

強
行
は
医
療
・
福
祉
・
教
育

の
切
り
捨
て
、
公
共
を
取
り

戻
し
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
「

23年
度
活
動

経
過
・
会
計
決
算
・
監
査
報

告
」
「

24年
度
運
動
方
針
案
・

財
政
方
針
案
・
予
算
案
」
を

報
告
・
提
案
。
■
討
論
で
は
、

自
治
労
連
か
ら
内
子
町
職
・

力
石
さ
ん
が
「

24人
勧
の
評

価
と
自
治
労
連
の
秋
季
年
末

と
り
く
み
方
針
、
自
治
研
集

会
」
に
つ
い
て
発
言
。
西
予

市
職
労
・
堀
田
さ
ん
が
「
西

予
市
立
病
院
・
介
護
施
設
の

民
営
化
が
７
月
議
会
で
１
票

差
で
可
決
。
こ
れ
ま
で
３
回

の
学
習
会
等
、
組
合
員
の
意

見
を
聞
き
活
動
を
進
め
て
き

た
。
来
年
３
月
に
分
限
免
職
・

解
雇
さ
れ
る
職
員
が
約
４
０

０
人
。
責
任
が
な
い
医
療
介

護
職
員
が
解
雇
さ
れ
、
不
利

益
を
被
る
こ
と
は
納
得
で
き

な
い
。
職
場
で
要
求
活
動
と

団
結
を
強
め
、
地
域
で
住
民

と
共
同
し
、
処
遇
改
善
と
公

共
を
取
り
も
ど
す
運
動
を
追

求
す
る
」
な
ど
訴
え
ま
し
た
。

討
論
の
後
、
す
べ
て
の
議
案

を
承
認
・
採
択
し
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

（１） 第５７２号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２４年 ９月２５日

第 ５７２ 号

日 程

【10月】

１ 県自治体退職者の会総会・

懇親会（松山市職労）

５ 地方自治研究全国集会in

愛知（～6）

12 県本部拡大執行委員会

10 県自治体問題研究所理事

会・研究例会

16 本部都市職･町村職部会

秋季学習交流集会（web）

25 自治労連共済実務研修会

（大阪～26）

27 自治体・公立病院労組全

国交流集会（～28）

【11月】

４ 保育・学童保育闘争推進

意思統一集会

５ 保育大集会・政府国会要

請行動

16 はたらく女性の中央集会

（岩手～17）

23 地域医療を守る運動全国

交流集会

24 地方自治研究愛媛県集会

（新居浜）

全労連国民春闘討論集会

日 時 … 2024年１１月２４日（日）10:00〜16:00
スローガン…「地方自治を住⺠の手に」（第1回集会から共通スローガン）

「持続可能な社会に向けて－地域、自治体でできること－◎国の政策、地方の模索、住⺠の目線から考えあう。」
会 場 …「新居浜市⽴⼥性総合センター（新居浜ウィメンズプラザ）」
10:00〜12:30 分 科 会 ①持続可能なまちづくり ②持続可能な社会と環境 ③医療介護 ④保 育 ⑤⻘年講座
13:15〜16:00 全 体 会 13:15〜開会あいさつ・基調報告（ほか）

13:30〜シンポジウム 《テーマ》「持続可能な社会のために（仮）」
コーディネーター兼パネリスト︓村田 武 先生（愛媛県自治体問題研究所）

パネリスト①「脱炭素社会への方針（仮）」越智 雅弘 さん（新居浜市職労）
②「食の安全・地産地消（仮）」村田 武 先生
③「ゴミの減量・水資源の循環（仮）」市町役場職員から報告
④「再生可能エネルギー（仮）」県中小企業家同友会 平野啓三さん
※集会参加者の質問意⾒、シンポジストの応答意⾒



伊
予
市
職
労
は
、
９
月
５

日
昼
休
み
に
執
行
委
員
会
を

開
催
し

12人
が
参
加
。
新
体

制
初
の
執
行
委
員
会
で
今
年

の
年
間
活
動
、
執
行
部
の
チ
ー

ム
編
成
な
ど
を
確
認
し
、
当

面
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
議

論
。
「
職
場
懇
談
会
」
を
年

代
別
・
階
級
別
開
催
で
よ
り

意
見
が
聞
き
や
す
く
な
る
の

で
は
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
、
チ
ー
ム
で
さ
ら
に
議
論

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
要
求
・
団
体
交
渉
と
意
見

交
換
会
の
開
催
で
は
、
実
際

に
解
決
に
つ
な
が
る
方
法
や

持
ち
方
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
に
つ
い
て
チ
ー
ム
で
検
討

と
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
女

性
部
の
研
修
へ
の
助
成
、
書

記
の
業
務
と
役
員
の
業
務
な

ど
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
８
月

24日
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
５
年
ぶ
り
の

レ
ク
企
画
と
し
て
「
ぶ
ど
う

狩
り
」
を
実
施
し
、
組
合
員

と
家
族

41人
が
参
加
。
安
部

田
委
員
長
の
地
元
・
宇
和
町

下
川
の
観
光
農
園
は
、
ぶ
ど

う
の
最
盛
期
を
迎
え
、
糖
度

に
こ
だ
わ
っ
た

13種
類
ほ
ど

の
ぶ
ど
う
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
ぶ
ど
う
狩
り
は
初

め
て
」
と
い
う
人
も
多
い
な

か
、
ぶ
ど
う
棚
か
ら
摘
ん
だ

も
ぎ
た
て
ぶ
ど
う
を
ほ
お
ば

り
、
「
甘
い
」
「
お
い
し
い
」

の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。
ぶ
ど
う
を
堪
能
し
た
後
、

抽
選
会
も
行
い
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
は
さ
ら
に
満
足
し

た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
「
家
族
み
ん
な
大

満
足
だ
っ
た
。
ま
た
行
き
た

い
」
「
ま
さ
に
近
場
の
穴
場

だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
、
地
元
西
予
市
の
魅
力
の

再
発
見
に
も
な
り
ま
し
た
。

９
月
４
日
に
内
子
町
職
は

「
会
計
年
度
任
用
職
員
組
合

説
明
会
」
を
計
画
し
、
そ
の

た
め
に
会
計
年
度
職
員
の
組

合
員
勧
誘
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
中
に
会
計
年
度
職
員

の
大
幅
な
待
遇
改
善
（

12月

議
会
で
の
４
月
遡
及
、
勤
勉

手
当
の
支
給
）
を
実
施
さ
せ

た
こ
と
で
組
合
交
渉
が
大
切

で
あ
る
こ
と
、
楽
し
い
交
流

を
中
心
と
し
た
横
の
つ
な
が

り
を
広
げ
る
組
合
活
動
を
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
る

宣
伝
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
執

行
委
員
全
員
で
会
計
年
度
職

員
１
１
４
人
に
配
布
し
組
合

勧
誘
を
行
い
ま
し
た
。
９
月

４
日
に
は
「
会
計
年
度
職
員

組
合
説
明
会
」
を
行
い
、
給

料
と
特
別
休
暇
の
学
習
会
を

行
い
、
内
子
町
職
の
楽
し
い

活
動
を
お
知
ら
せ
。
組
合
の

い
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
伝

え
盛
大
に
勧
誘
活
動
が
で
き

ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
８
月

28日
、

定
期
大
会
を
開
催
。
県
本
部

か
ら
来
賓
と
し
て
森
賀
委
員

長
が

24人
勧
の
内
容
に
も
触

れ
、
激
励
の
あ
い
さ
つ
。
経

過
報
告
で
は
「
職
員
会
館
取

り
壊
し
に
伴
う
組
合
事
務
所

の
支
所
へ
の
移
転
」
や
成
果

と
し
て
「
通
院
継
続
に
対
す

る
病
気
休
暇
の
拡
大
」
、
保

育
部
会
の
「
子
ど
も
た
ち
に

も
う
一
人
保
育
士
を
の
活
動
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

再
任
さ
れ
た
越
智
委
員
長
に

よ
る

24運
動
方
針
で
は
「
組

合
事
務
所
の
本
庁
復
帰
」
や

業
務
量
に
見
合
う
大
幅
賃
上

げ
を
は
じ
め
、
人
員
増
に
よ

り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で

き
る
労
働
条
件
と
よ
り
良
い

職
場
環
境
を
め
ざ
す
こ
と
な

ど
が
提
起
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
越
智
委
員
長
の
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
」
で
締
め
、
閉
会

し
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
９
月

11日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

11人

が
参
加
。
職
場
状
況
で
は
、

８
月
末
の
台
風
で
清
掃
課
な

ど
の
職
場
待
機
が
あ
り
、
ゴ

ミ
飛
散
対
策
で
市
内
全
域
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
を
報
告
。
ま

た
来
年
度
の
現
業
正
規
職
員

採
用
で
、
昨
年
を
上
回
る
人

数
の
採
用
予
定
な
ど
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
活
動
経
過
で

は
、
愛
媛
労
連
大
会
な
ど
に

新
採
組
合
員
含
め
て
参
加
、

８
月
採
用
会
計
年
度
職
員
４

人
の
組
合
加
入
を
報
告
。
協

議
事
項
で
は
、
８
月
人
勧
・

10月
県
勧
告
を
受
け
松
山
市

の
独
自
給
料
表
改
定
案
に
つ

い
て
組
合
へ
の
提
案
・
協
議

を
人
事
課
申
し
入
れ
を
確
認
。

当
面
日
程
で
四
国
野
球
大
会

（
西
条
市
）
へ
の
チ
ー
ム
参

加
・
ス
タ
ッ
フ
協
力
、
来
年

の
四
国
九
州
野
球
大
会
の
検

討
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は
８
月

20

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

６
人
が
参
加
。
活
動
経
過
で

は
、
７
／

24中
央
行
動
参
加

者
が
「
と
に
か
く
暑
く
、
過

去
に
な
い
気
温
と
参
加
者
の

熱
気
を
感
じ
た
。
人
事
院
職

員
が
署
名
を
受
け
取
る
場
面

が
あ
り
、
全
国
の
活
動
の
成

果
を
実
感
し
た
」
と
報
告
。

24人
勧
学
習
を
行
い
、
「
人

材
確
保
の
た
め
初
任
給
や
若

年
層
を
上
げ
る
の
は
わ
か
る

が
、
物
価
高
騰
か
ら
中
高
年

を
も
っ
と
上
げ
る
べ
き
」

「
子
の
扶
養
手
当
が
多
少
改

善
さ
れ
る
が
、
少
子
化
対
策

の
た
め
に
は
も
っ
と
上
げ
る

べ
き
」
「
通
勤
手
当
は
都
市

部
の
新
幹
線
通
勤
等
の
改
善

だ
け
で
な
く
、
地
方
の
自
家

用
車
通
勤
に
対
す
る
改
善
が

必
要
」
等
々
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

■
こ
の
夏
、
私
に
と
っ
て
最

後
の
部
会
旅
行
。
退
職
を
控

え
仲
間
と
の
楽
し
い
時
間
が

心
に
ぐ
っ
と
き
ま
す
。
み
ん

な
あ
り
が
と
う
。

（
西
条
・
矢
野
）

■
８
月
の
連
休
に
マ
イ
カ
ー

で
旅
行
し
た
時
の
こ
と
、
見

知
ら
ぬ
土
地
を
走
行
中
に
突

然
カ
ー
ナ
ビ
が
フ
リ
ー
ズ
し

て
焦
り
ま
し
た
。
何
と
か
無

事
帰
宅
で
き
た
も
の
の
カ
ー

ナ
ビ
だ
け
で
も
買
い
替
え
る

べ
き
か
悩
ん
で
お
り
ま
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
新
紙
幣
に
使
わ
れ
て
い
る

技
術
に
驚
い
て
い
ま
す
。
旧

紙
幣
に
も
愛
着
が
あ
る
の
で

す
が
、
時
代
は
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
ね
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
渋
沢
栄
一
は
女
性
関
係
に

だ
ら
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、

結
婚
式
の
祝
儀
に
渋
沢
栄
一

の
お
札
は
マ
ナ
ー
違
反
と
い

う
情
報
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。

今
は
旧
札
が
残
っ
て
ま
す
け

ど
今
後
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
。
デ
マ
で
す
よ
ね
？

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
夫
の
実
家
へ
帰
り
、
冷
た

い
麦
茶
を
飲
み
な
が
ら
甲
子

園
を
見
、
昼
に
義
母
が
作
っ

て
く
れ
た
そ
う
め
ん
と
い
な

り
寿
司
を
食
べ
た
翌
日
。
遊

び
に
行
っ
た
弟
の
家
で
母
が

用
意
し
た
昼
食
は
、
こ
れ
ま

た
そ
う
め
ん
と
い
な
り
寿
司

…
！
そ
う
い
え
ば
学
生
の
頃

は
給
食
と
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー

が
か
ぶ
る
こ
と
も
多
か
っ
た

な
あ
、
な
ど
と
思
い
な
が
ら

母
の
手
料
理
の
あ
り
が
た
さ

と
と
も
に
「
夏
」
を
感
じ
た

休
日
で
し
た
。

（
新
居
浜
・
大
西
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５７２号

２０２４年 ９月２５日

■
５
７
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
シ
ブ
サ
ワ
エ
イ
イ
チ
」

（
渋
沢
栄
一
）
で
し
た
。
正

解
は

12通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

新
城
美
希
（
宇
和
島
）

杉
田
真
由
美
（
新
居
浜
）

後
畠
千
春
（
明

浜
）

矢
野
佳
代
（
西

条
）

貝
崎
美
都
志
（
松

山
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

10月

27日
【
発

表
】
５
７
４
号
（

11月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①結婚50周年を祝う式

④よく話して、相手に納得させること。

○○○○力

⑦中国から伝わった医術。○○○○薬

⑧（英語）方法、方式、手段

⑨はっきり区別して扱うこと。格別。

○○○○扱い

【タテのカギ】

①（四字熟語）立場や主張がはっきりして

いること

②経費を切り詰めること。費用削減

③金銭・物品などの支出目的。○○不明の金

⑤○○○○⇔音読

⑥世間一般に通用している説

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

「
比
べ
物
に
な
ら
な
い
」
の
こ
と
わ
ざ

に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


